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研究成果の概要： 

 

10 例の乳幼児前頭葉急性脳症について、脳内ベンゾジアゼピン受容体の変化を明らかにする

ため、脳核医学検査として、99mTc ECD-SPECT および 123I-iomazenil SPECT を経時的に施行し

た。 

また核医学画像で得られた検査結果を客観的に評価するため、eZIS 法、3DSRT 法、BEAT 法な

どのコンピュータソフトウエアを用い画像解析を施行した。 

解析に際してはノーマルコントロールとなるデータベースがないため、小児期に発症するけ

いれん性疾患を対象としてデータを集積した。 

 

交付額 

                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

18 年度 1,200,000 0 1,200,000 

19 年度 1,100,000 0 1,100,000 

20 年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

総 計 3,400,000 330,000 3,730,000 

 

研究分野：医歯薬学 

科研費の分科・内科系臨床医学 

キーワード： 乳幼児前頭葉急性脳症 急性脳症 けいれん重積 核医学 脳血流 ECD IMZ 

AIEF 
 
 

１． 研究開始当初の背景 

 

(1) 平成 13年から 17年度の 5年間の我々の

臨床研究から、発症初期は他の小児急性脳症

に類似するが、生命予後がよく、亜急性期に

前頭葉症状を呈し、脳血流検査で前頭葉領域

を中心とした低還流を認める、新しい乳幼児

期 の 急 性 脳 症 Acute Infantile 

Encephalopathy Predominantly Affecting 

the Frontal Lobes; AIEFの概念を提唱した。 

(2) しかし疾患の定義・概念を確立するため

には、臨床的知見が不十分であり、最大の特

徴である「なぜ AIEF では前頭葉特異的に脳

血流の低還流が認められるのか？」という疑

問が残されていた。 

 



２． 研究の目的 

 

(1) AIEFの分子生物学的な病態像の解明を目

的とし、我々は主要症状であるけいれんに着

目した。 

(2) すなわち、本研究の目的とは、様々なけ

いれん性疾患におけるシナプス伝達レベル

の障害に最も関与する抑制性シナプス伝達

の主部を担うGABAA受容体と複合体を形成す

る中枢性ベンゾジアゼピン受容体が、AIEFの

前頭葉でどのような病態にあるのかを明ら

かにすることとした。 

 

３． 研究の方法 

 

(1) AIEFおよびコントロールデータベースと

して、てんかん重積、熱性けいれん等におけ

る核医学検査を施行した。 

(2) 用いた核種は、脳血流評価として
99mTc-ECD および、ベンゾジアゼピン受容体の

分布評価のため 123I-iomazenil(IMZ)の定性

画像撮影を経時的に施行した。 

(3) 得られた検査結果は eZIS 法、3DSRT 法、

BEAT 法などのコンピュータソフトウエアを

用い画像解析を施行した。 

（解析に際してはノーマルコントロールと

なるデータベースがないため、小児期に発症

するけいれん性疾患を対象としてデータを

集積した。） 

 

４． 研究成果 

 

(1) 核医学検査を施行した症例数から、IMZ

の 20 例、ECD の 50 例を解析の対象とした。

(2) 両核種ともに AIEF 群ではより前頭葉か

ら頭頂、側頭葉領域において還流低下を示し

ていた。 

(3) ECD に比較し IMZ でより優位に前頭葉の

集積の低下があった。 

(4) これらの結果を客観的に評価するため、

コントロールデータベースの構築を試みた

が、年齢相当の母集団が相応にマッチせず、

比較検討の結果は優位差を得られなかった。 

(5) eZIS 法、3DSRT 法、BEAT 法などのコンピ

ュータソフトウエアを用いた個々の症例の

解析を施行する過程で、各誌に症例報告を行

った貴重な症例が数多く散見された。 

(6) しかし当初の目的である AIEF について

は、症例報告レベルにとどまり、我々の母集

団全体を比較検討した結果は今後の研究課

題となった。 
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